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ロンドン貧民窟跡めぐり
清　水　哲　之
　この世の極楽は，日本女性と結婚し，英国人の家に住み，中国人のコックを
雇い……とは唯の言った言葉が知らないが，女性と料理についての評価はいざ
知らず，こと家にかんするかぎりその通りではないかと思う。もっとも狭いな
がらも楽しいわが家という言葉もあり，まして日本式の風呂の有難さは，西洋
式の棺桶型パスに比べ，筆舌に尽し難いものがあるだけに，いずれに軍配を挙
げて良いやら少なからず戸惑うところである。しかし　「家」というものを道
路，公園などをワンセットにした生活環境の中で考えたとき，私にとり英国人
の「家」は羨ましいかぎりであると言える。
　両側に歩道をたっぷりとり，そこに年輪を重ねた街路樹が見事に立ち並ぶ広
い道幅，その両側にTerrace　HouseかSemi・detached　Houseが整然と並
び，それぞれ美しい芝生と花壇のある広い庭と前庭がついている住宅環境は，
狭い路地に家が密集している環境の中で暮している者にとり，せめてもの願望
として掲げても許される項目ではないかと思う。
　英国人のごく一般的な家庭，とくに市街地に住む労働者の家は，Flat（いわ
ゆるアパート）でなければ，Terrace　Houseと呼ばれる4，5軒づっ壁でつな
がった家か，あるいはSemi－detached　Houseという2軒のっづきの家が普通
で，一戸建てはよほどの高級住宅地でないと見られない。テラスもセミ・ディ
タッチトもたいていは街路に面して5坪ほどの小さな庭があり，裏手に百坪前
後のかなり細長い形の庭がある。どの家でも庭の片隅を野菜畑にしたり，リン
ゴの木を植たりしてかなり実利的に利用している。庭には別棟を建てることは
うもちん，建て増しすることすら禁じられているので，当然のことながら，こ
ちらの家とその裏庭つづきの裏側の家との間隔は20メートルを下らない距離に
なる。したがってこちら側の家並と裏側の家並との間には20メートル幅の長い
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緑地帯が出来上る仕組になっている。それぞれの家の細長い帯状の庭（これを
astrip　of　Iandといい「猫の額ほどの土地」の意）が相乗効果を発揮して一
種の公園の機能を果し，日照の点で通風の点でも理想的なオープンスペースを
つくり出している。夏の日など窓を開け放つと裏庭から広々とした緑地を吹き
渡るさわやかな風が部屋を通り抜ける。私はいまだに軽井沢高原で夏を過した
ことがないので，比較のしようもないが，ロンドンの夏は軽井沢の夏に良く似
ていると聞く。
　私はロソドンでの長い月日を過しながら，おそらくだれもがそうであったよ
うに，このゆとりのある住宅環境が生みだされた理由を考えさせられた。ま
ず，その起源を17世紀のロンドン大火にまでさかのぼることができるという都
市計画の積み重ねもその一つの理由であろう。また産業革命による資本主義的
生産力が建築業においても大規模建築を可能にしたということもあろう。さら
に数世紀にわたる世界市場の支配の下で培われた莫大な富が，こうした生活環
境づくりを可能にしたということもあろう。あるいは市民革命による私有財産
権の確立が早かったので，それだけにかえって，私有権にたいする社会的な制
限も早くから発達したともいえよう。たしかに個人主義の英国人が慨して計画
的な区画と一定の大きさの家に住め，団体志向の強い日本人が千差万別の家に
住んでいるのは面白いと思う。私はこういった問題については全くの素人であ
るが，以上の理由がうなずけないわけではない。
　しかし次の事情は，この種の問題とどのようなかかわりをもっているのだろ．
うか。私は滞英中，19世紀中葉のロンドンに20ヵ所はあったといわれる貧民窟
の跡を訪ねまわったことがある。わざわざ訪ねたというよりこれらの貧民窟の
多くはロンドン大学から歩いて行ける範囲内に散在していたのである。そこで
の見聞から知った事実を，一一・－iつの疑問としてここに紹介してみたいと思う。
　Bloomsburyといえば，　J．　M．ケインズをはぐくんだグループの名称として
知られているが，この閑静なブルームスベリ地区に大英博物館と隣合せにロン
ドン大学の本部がある。ここから南へ歩いて10分ほど行くとSt．　Giles　Circus
に行き当る。この南側一帯が，かつて「カラスの巣」（Rockery）とよばれ，劣
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悪な家が乱雑に建ち，狭くて折れまがった汚い街路や無数の路地が迷路のよう
に張りめぐらされていたというSt．　Gilesの貧民街跡である。　Eエソゲルス
は1845年の彼の著書の中で「ここは今ではとうとういくつかの街路を通すの
で，なくなることになった」と書いているが，彼の記述どおり，今ではSt．
Gilesという地名はなく，それに代ってSt．　Giles　Cir．とSt．　Giles　High
Streetというサーカスとストリート名が当時の名残りをしのばせているにすぎ
ない。
　この貧民街は，「街路改修のための土地収用権」を規定した議会制定法にもと
ずいて，部分的に取り殿され，Charing　Cross　RoadとSt．　Giles　High　Street
の2本の道路が敷かれた。現在，北と西からそれぞれ伸びてくる　Tottenham
Court　RoadとOxford　Streetのぶっつかり合う処にSt．　Giles　Cir．がある。
ここから南にトッテナム・コート・ロードの延長としてつくられたチャアリン
グ・クロス・P一ドがこの貧民街を真直に通り抜けている。また東の方向へは
オックスフォード・ストリートとBlooms－bury　Vernon　Wayとの間を結ぶ
20メートルほどのNew　Oxford　Streetが走っている。さらに西南の方向へ全
長20メートルにも満たないSt．　Giles　High　Street（たった20メートルのctHigh”
ストリート！）がまるで貧民街を拭い去るかのような恰好で横に轡曲して通り
抜けている。私はロンドンの市街図を改めて見ながら，この地域の道路配置の
不自然さを感じないではいられなかった。
　さてセソト・ヂャイルズ・サーカスからもう少し南に下ってテームズ川近く
のKing　Streetもロソドンで有数の貧民街であったといわれる。ここは今で
は，ストリートをはさんで片側は全部病院の建物で占められ，反対側は4階建
ての形の揃ったヴィクトリア朝風の建物が整然と並び，ここがかつての貧民街
であったなどとはとても想像できない。キング・ストリートを東に10メートル
ほど行くと，まずCovent　Gardenに突き当るが，このガーデンの東に隣接し
てRussell　Squareが続き，さらに両広場の南にTavistock　Squareがある。
そしてこれらのガーデンやスクエアの緑ゆたかな樹木こしにユリント式柱廊で
飾られた豪華なロイヤル・オペラハウスが建っている。もともとこの区域一帯
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は，イングランド南部のBedfordshireに根を張っていたベッドフォード公爵
家の所領であったといわれる。公爵家はこの領域内に予定されたロイヤル・オ
ペラハウスの建設（1858年）を機に，附近一帯の市街地の整備に乗り出し，キ
ング・ストリートの貧民窟は取り払われ，現在の街並はこの時にほぼつくられ
たものだといわれている。ちなみにロイヤル・オペラハウスには，2階に皇室
専用の特別桟敷があるが，その横に設けられているもう1つの特別桟敷はベッ
ドフォード公爵家のものだという。公爵家の富と権力が如何に大きなものであ
ったかが，この一事で想像できよう。
　ベヅドフォード公爵は現在でもロンドン市内に彪大な土地・建物を所有して
いる大土地貴族であるが，その家系をたどってみると，元来イングランド西部
のTavistockに勢力をもっていたRussell家が，16世紀にベッドフォード・
シアの領地を授けられ，以来今日まで18代つづいている名家である。そういえ
ば，この域内には，Bedford　StreetとかRussell　Sq．とかTavistock　Sq．
といった公爵家中からのストリートやスクエア名が目につく。同じ域内に
Southampton　Streetがあるが，これも，サザンプトソ伯爵家の令嬢が17世紀
にラッセル家に嫁く・際，J．M．ケインズで有名なブルームスベリの地所を持参
して嫁入りしたというから，それにちなんで冠せられたものであろう。
　いずれにしても2つの貧民窟がたどった道はきわめて対照的である。一方の
キング・ストリートが大土地貴族の所領を蝕んだ貧民窟であるとすれば他方の
セント・ヂャイルズは分散的な小土地所有に巣喰った貧民窟である。前者の貧
民窟が緑の樹木で一掃され住宅街として蘇生したのにたいし，後者のそれは道
路と舗石で一一掃されているといえるだろう。しかしだからといって，私は大土
地所有と小土地所有との違いがそのまま市街地づくりの良し悪しを決めるもの
だなどといっているのではない。
　ただ，少くとも20世紀初頭までは，ロンドン市のほとんどの土地がウエスト
ミンスター公爵，ベッドフォード公爵，ポートランド公爵など1ダース程度の
大土地貴族に所有されていたという事実とロンドンのゆとりのある市街地づく
りとの間の奇妙な関係をどう考えるかという疑問である。日本における明治の
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地租改正や戦後の農地改革による土地所有の極端な細分化と都市環境との関係
を，英国のそれと比べて考えるにつけますますその感を深める。
（13）
